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斷代培養ニ依 リ毒カ ヲ減弱 セル牛型結核菌株 二就テ

大阪帝國大學醫學部第三内科及微生物病研究所竹尾結核研究部(主任 今村荒男敏授)

小 宮 山 四 郎

第 一 章 緒 言

一一"八八 二年RKochガ 結 核菌 ヲ稜見 シテ以來、弱/論 シテヰル◎

毒菌テ得 ンきスル班究ハ生菌冤疫ノ問題 ト關聯シ 、以上ノ如ク培養結核菌ノ毒力減弱二關ス〃研究

テ好研究題目 トナツタ。然 シテ核核菌 ノ毒カノ低 多キモ、結核菌ハ愛異性多 キ爲力本問題二關 シテ

下ハ如何ニシテ起 ルヤ、結核菌 ノ襲育 二不利 ノ條 モ尚明快ナル結論ハ獲見 シ難イ。

件 テ有 スル特殊ナル培地 テ必要 トスルヤ、或ハ然 然 シテ鼓 二毒力ガ減弱スレバ當然冤疫元 炉シテ
さ ゆ

ラズ シテ輩 二普 通増 地 二培養 シテモ起 リ得 ルヤ、 ノ使 用便値 ガ出テ來 ル。撮 テ然 ラバ毒力 ノ低下 卜

又起 リ得ル野 貞 レ…バ如何程 ノ期間 ヲ必要 ト貞」◎ ソノ冤疫 元性 トノ關係如何5云 フニ、(8xg)Uhlen一

ヤ、等 毒力 ノ低 下 ノ問題 二閣 シデハ未 タ尚 鮮明ナhuthハ 分 離當時毒力 テ有 セルー牛型菌 ガ・二十一

ラザル鐵 ガ多 イ。今本問題 二關 シ家献 ヲ按 ズル ニ・ 年 後著明 二減 毒 シ海猿家兎 二封 シテハ僅 カ ニ毒 力

古 クハ①Flei8chmannハ 種 々ナル培養基 二縫代培 テ有 シ・牛 二樹 シテハ殆 ンド無毒化 セル テ見 出 シ・

養 セル結核菌 ノ毒 力 ヲ槍 シ、 且e8sノ 培 養塞 ノ1如 之 二就 キ冤疫實験 テ行 ツタ虞 ・前者 二於 テハ冤疫

キ不適 當ナル培地 昌織 代培養 スル時 ハ、其 ノ毒 力 ヲ認 メタガ、後者 二於 テハ試験感染 自然感染共 全

ノ ミデ ラズ絡 リニハ其 ノ生活 力 テモ喪 失 スルニ反 然冤疫 ヲ認 メナ カツタ ト云"2テ ヰル(10)alX12)(13)

シM「グ リセ リン」馬鈴薯 、「グ リセ リン」寒 天等 ノCatmette氏 等 ハ初 メBCGハ 結 節 テ作 ラ〆 ・non・

如 梅 適 ナル騒1奉 上 二於 テハニ焔 黛後 モヨク其tuberRu1・gen卜 云 ツタ。(14)Se二teガ ハ其 ノ故 ニ

ノ毒 力y保 持 シ居 リ、漸ル培養基 上 二於 クル毒力BCGハ 冤疫効 力サ シ ト巽7モ ・BCGガ 弱 毒菌
ゐ

ノ減退 ハ著 シキ長 年月 ノ後 二於号初 メテ可能ナ ラ)ニ シテ全然無 毒 二非 ザ ル事・及 ビ夫故 二有力ナ ノジ

、ン ト報告 シテ居 ル。(2)Baidwinハ 三十 年聞纏代 冤疫 元性 テ保 有1!レ 事 ハ・ 内外幾多 ノ追試 二依 リ

培養 セ聖一一人型菌 ガ海猿gsajシ 完 全 二無毒化 セル テ明 カナEiデ アノ脆 σδ)NathanRawハKgchヨ

テ認 メ、又 ③BorreI等 二依 レバ、「ゲ リセ リン」 リ分譲 セラレタ ル結核 患者喀湊 ヨ リ分離 セル妻 力

馬鈴薯 二数年聞織代培 養 セル四株 ノ人型及牛型菌 人型菌ご株 ・Calmetteヨ リ分與 セラ レタル結核

ガ著 明 蒜毒力ノ減 弱 ヲ楽 シ・其 ノ申三株 ハ海狼通 牛 ノ腸間膜淋巴腺 ヨ リ分離 セル毒力牛型菌 一株並

過 二依 リ毒 力テ復露 セルモ・一株 ハ塗 二毒力 ノ復`=BaD9ヨ リ分譲 セラレ汐 ル結核難 ノ肝臓 ヨリ分

脇 テ見ナ カ ツタ ト云 フ。3る(4)V多1tisバ ー 牛型菌 ガ 離 セル鳥型菌 テ未 々1906年 ヨ リ28年 間336代 「グ

四年後毒 力 テ完全 二 失 ヘ ル ヲ報告 シテヰ ル。 リセ リン」塞天 二 纏代培養 セル塵 ・動物 二封 シテ

⑤Webbハ 弱 毒菌 モ或揚合 ニハ突然毒力 ヲ襲i現 シ・ 完全 二無毒 化 シ且 「ツ〈きル ク リン」産生能力 テ喪

動物 燭 シ進行性結核 テ作 リ得 ル モ ノ ナ'リ 曝 失 セル モ・繍 當度 ノ冤疫 元性 ヲ保 有 シ・牛冤疫

ヒ、其 ノ例 テ報告 セル モ之等 ハ例外 卜云 フ可 キデ ・並 二治療用 「ワクチ ン」 トセテ人饅 二使用 シテ効

アル。(『)Lc)wen8teinハ 結 核菌 ノ・∵般 ・・.普通培養 果 ア リ ト報魯 シデヰル。然 シテ 「ッvx"ル ク リン」

基上 二於 テモ纒 代培養 中毒力 ヲ次 第 二減 弱 セル モ 産生能力 テ喪 失スル程 完全 二無 毒化 セル菌株 二於

ノナ リ"Xヒ 、a)Griffithノ 最 近彼 ノ多年 ノ研 究 テ、如何程 》冤疫 元性 ア リシヤ、聰 的 ノ實験成

ヨリ、結 核菌 ノ大部分 ハ培養 上』於 テ其 ノ毒 力 ヲ 績 乃至統 計的数字 ノ報苦 ナ キ故明 カ デナ イ。RaW

長 期 間保持 スルモノナルモ・一部 ノ菌株ハ同一條 ソ 報告 アルモ、生菌 二於 テ完全 二無毒 化 セル モノ

件 二於 テ其 ノ毒 力ヲ完全 二喪 失 スル モノナ リb結 ノ冤疫カナ キ事 ハ、(16)(17)Seiter海 狸 二於 グル實
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験 、(18)Rrausノ 猿 二付 テノ實験 、(8xg)Uhlenhuth弱 深 レパ失 ハ レノレ)二 依 ツテ先 ヅ菌 ノ侵入局 所周

ノ牛.・.於クル實駿 二於 テモ明 カニ シテ、ag)今 村 邊 ノ細胞 二ProtOplasmaノ 愛 調 卜化學的 親和 性

敦授 ハ毒力強 キモノ程冤疫元性 強 キ事 ハ恐 ラクハ トシテ現 レ、次 デ之 ガ漸次全禮細胞 二波及 スル事

通則 タ リ得 可 キ故 二、全然毒力 テ失 ヘル ニ近 キモ 昌 ヨツテ成 立 スルナ ラン ト云 フ。

ノハ生菌 タ リトモ嫉 元性甚タ 少 カ ル ペ シ ト云 .要 之 ・硬 堂 ク ぬン九 ルギや 其者 ガ冤疫 現

フ。 一 ・f象 タル ヤ否 ヤハ猜 議論 ノア7pPtデ ア ルク レ ドモ、

然 シ毒力 ト其 ノ冤疫 元性 トハ李行的關係 ア リヤ 「ツxx"7Pク リンアレル ギー」 ト冤疫 トハ概 ネ孕行

否 ヤニ就 キテA)(1)Vhleuhuthハ 或 菌株 ノ冤疫 元 シテ襲生 スル事 ハ多 クノ人 ノ認 ムヤ嘘 デアル。

性 ハ輩 ご其 ノ毒 カノ ミナ ラズ其菌株 ノ培養上 ノ特 次 二結核 ノ血清學的反窓 物質タル抗膿 ト冤疫 ト

殊性 ガ由來 スル ト云 ヒ、BCGハ 特刷 ナル薪株 カ ノ間 ニハ如何 ナル關係 ア リヤ嗣就テAs(as)ROmer

ト疑 ツテヰぞ♂敏皇 ノ(20)(21>吉 井 ハ、結 核患者喀 並 二JQsephハ 結 核菌 二封 スル凝 集素及 補饅結 合

痩 ヨ リ分離 セル百株 ノ人型茜 テ十年一三 二代イ グ 反慮 ノ量 ㍗結核冤疫 トハ李行 セ ザ ル 事 ヲ誼明 シ

リセ リン」加牛膿 汁馬鈴薯 二纏代培養 セル モノノ タ6(2'7r)Bordetイ 、補燈 結合物 バー般細胞 二封 シテ
リ ひ

申 ヨ リ得タ ル九株 ガ次第 二毒力 ヲ減 弱 シ、琵疫力 亀其 ノ存在 ハ有力ナ ル冤疫 現象 ナ リ ト樗 ヘタク レ

BCGト 同程度 ノ モイテ得 タ。'ド モ、之 二封 スル反樹読 ガ多 イ。(as)(29)Besredka
の

BCGガUh}6nhathノ 云 フ如 ク特別ノ新種ナ ノ如 キモ醗 結合物質 卜冤疫 トノ關係 二就 キ重 キ
タ

リヤ、或 ハ牛謄 汗馬鈴 薯培地 ノ牛謄 汗ガ毒力菌 二9ヲ 置 カナ イ。(8xg)UhleRh油 モ冤疫 ハ血清 中"
な

封シテ特別 ノ減毒性 卜冤疫元性 トヲ與ヘシモノナ、 詮 セラル ・抗膣 二依 ラズ、結核生菌ノ侵入 二依 ツ

リヤ、或バー般ご結核菌 ヲ長 期 間纏代培養 シテ テ惹起セラレタル艦細胞 ノ攣調 二 依 ル ト云 フ。
な

BCG程 度ノ毒力二低下ス レバ、其ノ培地ノ如何 ㈹Selterモ 結核冤疫及 「アレル ギー」賦與性ハ血

ツ 問ハズBCG卜 同程度ノ冤疫元性 テ保有 スルモ 清 ト共 二他ノ動物二移搬スルテ得ヌろデ、鐙液ニ

ノナ リヤハ未解決ノ問題デアル。 於デクル反慮現象デハナク鐙綱胞内二行バ レル現
～

次 二「ツペル ク リンア レルギ嘉」ト菟疫 トノ關 係 象 デア リ トスル。
の

轟就 テハ、(za)R・"me'ハ 古 ク ヨ リ「ッペル ク リン」 「ツ〈さル ク リンア レル ギーt」 卜血清 中ノ抗髄 トノ

反慮 ノ陰性 必ズ シモ狡 義結核冤疫ノ飲如ヲ意味 セ 關係 二付 キテハ、(3e)HOming〆 鋤L諭mli,(32)f

ザ を モ、「ツ〈9ルク リン」反癒陰性 ナ リシ試獣 ガ「ツHOrste.・ 等 ハ 「ツ〈eルク リン」仮 慮 ト血清反慮 ト
ゆ り

ぺ〃ク リン」反磨陽性 トナ レバ冤疫嚢生 テ指示 ス ノ間 帥チ細胞性冤疫 ト艦液性冤疫 トノ聞 二相 反性1

ノレ■ノナ リ ト云 フ。(23)弘 重壽輔 氏・(24)仲 田一信 テ認 メテヰル。(33)佐 々木、(3?赤 沼 ハ補髄結合 性

氏等 モ實際 的 二之 テ詮コ ジタ慮 デアル。上述 セル 抗盟 ハ 「ツーごル ク リノ」反慮 ヨ リ逞 ク出現 シ、爾

如 ク(15)NathauRawハ 「ア レルギー」賦與 性 ヲ 反癒共 二疾病 ガ輕快 スルニ從 ヒ壇 強 シ、次 デ治癒

喪失 セル結 核菌 二於 テ冤疫 元性 ヲ認 メタル モ・之 二近 ヅクカ或 ハ悪 化 シテ末期 ニナ レバ再 ビ減搦 ス

ハ寧 ロ例 外 ニ シテ又假令有之 トスルモ其ノ菟疫力,ル 、然 シテ雨反慮 ハ必 ズ シモ並行 スル ワク デハナ

タ ル ヤ加 熱死菌程 度 ノ微 弱ナル モノ デアル ト考 ヘ ク末期 ニナ ツテ爾反慮減弱 スル揚合 ハrツ 〈ミルク

ラ レル。 ㈹Seiterハ 結 核菌感染 褒一定期 間 ヲ経 テ リン」反 慮 ガ先行 スル、又血液 ノ結核菌爽育阻止

先 ツ結核 冤疫 ガ現 レ・次 デ 「ツベル ク リンJ反 慮 作用 ハ補髄結合 反癒 塾殆 ン ド並 行 スル ト云 フ。

碑 レル・EPチ 「ツー"・7vクリ ン」反 慮 ノ儲 核冤疫(35糖 ハ熊谷 内科 …於 ク ル 多数 ノ臨糊 ラme括 シ
ニ騰 現 疫 チ シニハ 「ツベルク リン」反 磨 ノ・ナ テ、「遡 ルク リン」反慮 ハ結核 病攣 ノ形 慣 脚

シ トス〃。更 二其 ノ本態 出付 キ テ ハ結核 冤疫 モ ト關 係ナ ク結核病攣 ノ活動性 ト綱髄 ノ反慮力 卜轟

「ツ(3ル ク リンデレルギー一」 モ共 二髄 細胞 内 二行 關係 スル モノ ト考 ヘラ レ、之 二封 シ補膿 結合反慮

バ レルi攣調 デアル、此 ノ攣調 ハ生菌 ノ特有 ノ物質 ・ ハ肺病愛 ノ農 サb個 膿 ノ反慮 力 トニ關係 シ、之等

(之 バ其 ノ毒力 二依 ツテ卸約 サ レ毒 力 ガ著 シク減 両反 磨 ノ開 ニハ直接關係 ハナイ ト云 ツテヰノヒ◎ ,

1◎
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ノ

・以上mOA・"シ如 ク結核菌ノ減毒ノ問題、並二之 ト ク減毒セル牛型菌牛3、 牛壌、牛㌔ ノ三株ガ特別

冤疫 トノ關係、冤疫 トrツ〈きルクリンアレルギー」 ナル性状テ持テルニ興味テ懐キ、夢其ノー般性歌、

血清中ノ抗瞳 トノ聞 ノ相互 ノ開係等ノ諸問題二就 毒力、冤疫、補艦結合反慮、血液内二於クル菌嚢

テハ、結核菌ガ攣異性ノ多 キ事 ト實験封象タル動 育阻 止作用等 テ槍シ、上述 ノ結核菌減毒ノ問題並

物及人饅二於テ個性差ガ大 デアノ・等ノ故二猶鮮明 二冤疫、「ツ・ごルクリンアレルギー」、血清中ノ抗盟

サ ラザル黙ガ多 イα 一等相董ノ蘭係 ノ本態 テ明カニセン トシテ、聯 力實

余ハ大阪帝國大學微生物病研究所竹尾結核研究 験 ヲ試 ミタルテ以テ鼓二報告スル次第デアル。

部所長研究室二於テ、昭和八年末縄 代培養申著 シ 灘
辱 〆 さ

第二章 縄代培養昌依り毒カヲ減弱セル牛型結核菌株ノ由來拉呂培養歴
ぷ

、昭和 八年本教室 ノ松久 ハ大阪府立屠牛揚 ヨリ分 第 ユ表 牛3牛t牛5ノ 分離當時ノ毒力(松

與 セラ レタ ル、結 核牛六頭 ノ腸間膜淋 巴腺 ヨ リ、 久昇二依ル)

結 核菌 ヲ3%「 グ リセ リン」寒天.:分 鱗 養 シ、'ユ 塚 兎二於ケノ噂 力(v・・㎎ 徽 内注躯

額載 蹴 灘 鵯 ず=禦国 論
奮篠 馨巌 ζ端 謡;贈 犠t・,4.3田++1+
・禦 麟 態 磁 鱒;すさ鏡 舞 辮ttti

在 二於 テハ牛㌔ 牛1・ 牛's・ ノ三菌株 トナ ツタ。2.海 倶二於ケ・嚥 力(Vlem9皮 下注射2ケ 臓 繊)

松 久 二依 レバ、分 離當初歎代 ハ所 謂dysgonisches「 臓 器

WachstUmyXggtミ 縄 代駿 一多大 ノ困麹 感 ジ 種 肺 脾 肝 腎

タ而 シテ艦 當初糟 卿1・y-9・ ・μ 一シ 雌 馨#丸 ‡

テ・人型菌二比 シ長雛 然斜 モ、著 シク短 カキ 扇 帯
,‡ 、.‡

鷲 雌 蓼繋 蘇 幕 擦 汐ノ⑫ 夢 轍+判 ‡
家兎 二於 ク》レ結核性攣化パ海猿 ノ夫 ヨ リ・高度 ノ冨部・ぢ ㈹ 今村、吉井 、小宮山 二依 ヅテ既 二、

し

ナ リシ ト云 フ。 昭和十八年三 月大阪馨事新誌第十 四巻第 三號 二報

上述 セル如 ク本牛型結核菌三蒔株ハ 告 セル如 久 培地 ノ 砂 リセ リン」含量 二依ノレ性

13%「 グ リセ リン」塞 天培 地 歌 ノ相違ハ大 ナルモノナ ク、「グ リセゾン∫量漸減

20ユ 「グ ゾゼ リン」寒 天培 地 ニ ヨ,レ影響ハ著明 ノモノナ キs以 テ、=余ハ主 トシ

3「 グ リセ リンフ ライ」寒天培地 、 テ3%rグ リ聴 リン」寒天 二織代培養 セル モノ ラ

ノ三藷 地 二夫 々纏 代培養 シ來 ソタ ル モ・其 ノ性肌 樹象 トシテ本實験 テ試 ミタ。

・ 第 三 章 一 般 生 吻 學 的 性櫃'

第 一節 形態 染色 内・:一.・Koch正 常 菌 二見 ル如 キ分 節構造 テ認 メナ

牛3、 牛4、 牛5ノ 三菌株 ノ…般 生物學的性歌 ニ イ・

就 轍 スル へ 共 ノ形態染色上 ノ特 色ノ・殆 ンド共 染色 「メチ レン」青・け クシン」・「ゲ ンチアナ

通 ニ シテ次詑 ノ通 リデカ レ・ 紫」等 ノー般 「アニ リン」系色素 ニヨ リテ ヨク染

形 態 正常結 核 ヨ リ著 シク短 ク・長 サO・3#一 ・ 色 シ・「チール ネールゼ ン」氏法 ニ ヨ リテ菌饅 一檬

toμ 幅 α㌍ α5μ 短桿脚 狸 球歌 ニ シテ・eses二 赤染 ス・ヤグ ラム陽 性 デアル。
ノ
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抗 酸性 、抗 「フル カ リ性」性、抗 「アル コホ戸'

ル 」性 、及抗煮沸性 ヲ保有 シ、之等 テ(37)松枝 等 、

及(SS)y〈道 ノ方法 二從 ツテ検 スルニ、 第2表 二示 ス

如 キ成績 テ得 タ。

本成績 二依 ル ト・本牛型結核菌株 ハ染色揖抗性

第2表 抗Pア ル="-thア ル カリ性蚊二抗煮湧性

ぞ

蕪
欝
羨)

ア
ル

カ

リ

(
ル

ミ

+

分純ア、ル雛
ホ

警
)アル2ホール

愈

護
ミ

雰)

酸( コ
ー
ル

ミ
十

分3%塩酸アル)酸アルコホ讐ル4菌種

抗

煮

沸

性

(蘇
職
毎

欝
照

制+1副 冊 柵 柵3fr

牛4ト 州 梅1冊 田12n・s

牛5+1+田 糾 州 嚇

B・G「師1副 冊上璽
二於 テBCG菌 株 昌比較 スル ト著 シク弱 で事 テ示

'・シテ居 ル
。

第 二節 堵 養

「グ リセツ ン」寒天培地、耳・hR卵 黄培地 、Petr・

sgnani培 地等 、一^般固形培地 二姫 ク登育 ジ、3%

「グ リセ リン」寒天 二培 養 セルモノニ於 テハ、一

週 聞乃至十 日昌シテ鮎滴歌鵜乾燥性 ノ菌聚落 テ認

メ、菌 聚落 ノ増加増大 卜共 二其 ノ周園 二膜状 論磯

.育 シ始 メニー学 週以上 ノ増 養 二於 テハ鐵 嚢 ヲ形成

シ旺盛 ナ垣獲 育 ヲ奮 ム。菌 苔バー般 二淡黄 白色 、

乾燥性 デァル。之 二封 シテ 「ブ リセ リンフ ライゴ

窪 天上 二培餐 セル モノハ、 菌苔 一 般 二扁 箏 ニシ

テ、獲育 良好 デハナ ク著 シク温潤性粘稠性 ヲ帯 ビ

均等菌浮游液 テ作 リ易 ク、色調 概 ネ次 白 色 デ ァ

ノレo

Tグ リセ リン」肉汁、SauteR氏 無 蛋白培地等液

醗培地 ニハー般 結 核菌 小同様初 メハ液表 面膜 欣 二

畿育 シ、漸次厚 クナ ツテ吹 デ鍛 嚢 ヲ作 リ盛 ンニ襲

育 スル。

逡 元培養 試験 卿

本牛型菌株 ノ如 ク短縮 セ ル 菌 ガ培養基 二依 リ

テ、元 ノ正常菌 ゴ還元 セザル ヤ トノ意圖 ノ下 二、

Petragnani培 地 、H・hR卵 黄 培地、牛血清培地等

ノ固形培地 、GIyceriuBouillox培 地 ・SautOn無

蛋 白培地等 ノ液歌培地 二移植藪代 テ重 ネ・還元培

養 試験 テ試 ミタル モ、形態 上特別 ノ攣化 テ見 ナヵ

(
備
考

冊
帯
昔

+

剛
ハ
染

色
度

ヲ
示
気
)

ツタ。但 シ 「グ リセ リン」寒天培地 二於 テ、「ゲ ゾ

セ リン」量 ラ・5.%10%15.%卜 漸i曾 セルニ、

形態 上 「グ リセ リン」増加 量 二雫行 シテ伸長 シ、

特 二15%二 移 植 セル モソ ・:一於 テハ畿育稻不良 ナ リ・

シモ「長 サ2,(》-40pt二 伸長 」K・ch菌 彪 態

上殆 ンド差異 テ認 メズ、形態 上ハ分 離當初 ノモノ・

二復餓 シタ ガ該菌 ノ培養十数代 ヲ重 ネタル モノニ

付 キ、後蓮 ノ如 ク毒力實 験 テ試 ミタル モ、毒 力及

其他 ノ性状 ノ復蹄ハ之 テ犀 ナカ ツタ。

第三節 護育檬 式'

結 核菌 ノ形態ハ極メ テ多様 デアル ガ、盛育様 式

遷 亦然 リデ、(39)中 村 並 二(40)許 ハ 「ミクロマニ

プラ トール」 二依 ツテ鳥 型 結 核 菌 ノ箪個菌 論付

キ中村 ノ 「フイル ム」培 地 テ使用 シテ結核菌 ノ襲

育 ヲ調 ぺ横裂正 二分 スル モノ、多数分裂 スルモノ・

側枝 テ以テ芽 串 スル モノ、菌 端 ノ願 粒 ヨリ芽 幽 ス

艦 モノ等 ノ諸様 式ガ ァル ト云 フ。(4D占 部 ハ 「ミ

クtivニ プ ラF・一一一.1;・」 ヲ使 用 セズ、 「フイル ム」

培 地上 一硯 野数個 ノ菌 テ見得 ノ微ロク シ、非病原性

抗酸性菌並 昌感 型結 核菌 二付 キ大健 同様 ノ所見 テ

報告 ジテヰル。'

余 ハ申村氏 ノr7イ ル ム培地」 ヲ使 用 セ・占部

氏法 二從 ピ ー観 野数 飼 ノ菌 ヲ見得 ル如 クシ、本牛

型結核菌 ノ獲育様式 テ見タ。 ソレr依 ル ト其 ノ嚢

育様式 ハ、中村並 二許 ノ報告 卜榴i略一致 シテ居 ル

像 ガ認 メラレ、其 ノ中側枝 ヲ以 テ芽 萬 ス ル モ ノ

ガ最 モ多 イも球歌菌 ハ多 クハ長 サ蝿 梢 々 伸 長 シ

而 ル後 以上 ノ諸檬式 二依 ツテ分 裂 ス ル モ ノガ多

イo慶

第四節 「ツベルクリン」物質産生ノ有無

本牛型結核菌ハ之テ接種 セル動物轟於テ、「ッペ

ルクリン」反慮ノ陽韓テ見ナイ事ハ、第四章毒力

實験並二第五章冤疫實験ノ成績 三於 テ述ベル通 リ
βデアル

◎ ・

又本牛 型菌 株 ガrツ ベル ク リン」物質 テ産 生 ス

ル ヤ否 ヤヲ見 ン トシテ、「グ リセ リン」肉 汗培 養八

週間 ノモノテ奮 「ツー・ル ク 叱ノ」製法 二從 ツテ「ツ

ペルク リン」液 テ調製 シタ。其 ノ五倍稀繹 液 ヲ人

型 並二牛型毒 力菌 テ以 テ夫 々感染 セ シメタ ル、海

猿並 二家兎皮 内二接種 セル モ、全然》畿 赤硬結 テ

認 メナカ ジタ。次 二原液 二就 イテ試 ミタル ニ、局

一4一



所 二非特異性炎症 ヲ見 タル モ 「ツ〈9ルク リンアレ

ル ギー」 二依 ル特 有 ノ焚赤硬結 ハ 之 テ見 ナヵ ッ

タ。又 本牛型菌接 種海 狽 二野 シ、同名 ノ菌株 「ツ

艦

第 四 章 毒

第一節 實験方法'

毒力實験 二供 スル菌液ハi次ノ如 ク シ テ調製 シ

タ。帥チ上寵牛型結核菌3%「 グ9セ リン」塞天培

地上三一四週闇培養 シ、焚育最 モ旺盛ナルモノヨ

リ所要 ノ菌量 才探取 シテ、櫨紙小片二挾 ミ輕 ク歴

シテ水分 ヲ除去シダル後、菌塊 テ秤量 シ璃瑚乳鉢

ヲ以テ出來ル丈丁寧 二磨確 シ、生理的食盤水ノ均

等乳剤 トナシタ。然 シテ接種菌液ハ其都度塗抹標

本テ作成 シ菌ノ分離歌盤 テ確 メタ。

供試動物ハニ五〇瓦前後Z海 旗 テ使用 シ、接種

前R伽ner氏 反慮陰性ナル事ヲ確認 シタ。感染期

間パー箇月乃歪二箇月ガ大部分ナルキ、一・部三箇

月乃至五箇月間生存 セシメ結核性病愛 ノ浩長 テ見

タo'

實験成績ノ記述ハ…次ノ如 クシタ◎

(1)「 ツベルクリン」皮内反磨

四十八時間後二於クル嚢赤ノ大 イサヲ主標準 ド

シテ次ノ如 クシタo

(⊥)無 反懸

(±)直 樫ニー五粍

(↓)直 毎 一九粍

(・升)直 穫一・○一一二〇粍

(冊)直 径ニ ー一三〇粍

(冊)直 径三 一粍以上

(2)注 射局所及淋巴腺ノ憂化

(一)無 反慮

(士)米 粒大 ヨリ小ナル腫脹 ・

(+)米 粒大ノ腫脹

(昔)小 豆大 〃

騨)碗 豆大"

(冊)蚕 豆大並二夫以上 ノ腫脹
ノN .壊 死 ヲ矛 ス

a膿 瘍形成

(3)内 臓ノ結核性攣化

(一)無 所見

(士)疑 パシキ結節形球 二
'

ペル ク リン」 ヲ使用 シタル揚合 モ同様 デァッタo

帥 チ本牛型菌株ハ 「ツベル ク リン」皮膚物質 テ全

然産生 シナイ。

力 實 験

(+)小 歎ノ結節形成(横 ノ数字ハ結節戴ヲ

表 ス)

(赫)稻 々多数ノ結節形成

(冊)多 数 ノ結籔形成

(冊)甚 多数ノ結節形成

N壌 死ヲ示 ス

第二節 皮下接種毒力賓験

大腿内側皮内へ各菌量テ1・0蝿 申二含Yル ・檬

調製 セル菌液ラ接種シ、接種後局所攣化及淋巴腺

ノ攣化ヲ観察 シニク月後二剖検 シタ。

實験成績 亀

局所所見ハ接種後大略二日目ヨリ嚢赤腫脹 テ認

メ、大膿接種菌量二正比 例、シテ反憲著明二表 レ

50血9100mg接 種群 二於テ ハ何 レモ襲赤著明 …

シテ約孚藪二於テ潰瘍ヲ形成 シタ。然 シテ之等ハ

接種後二週聞乃至『週間ニシテ大部分 自然治癒テ

示 シタ◎從 窮淋巴腺ノ腫脹ハ外部 ヨリ何 レモ燭 レ

得ナカツタ。両四週間後、並 二剖検前 「ツベルク

リン」皮内反慮テ蕾rッ 〈3ルクリン」五倍稀縄液

ニツキ検 シタルガ本牛型菌接種海瞑 二於テハ陽性

韓化ヲ見ナカツタ◎.、

剖検所見ハ表示(第3、4、5、6表 参照)ノ 如 ク

ニシテ・本牛型結核菌株ノ・BPG菌 株r一比較 シテ

毒力極メテ弱ク、50mgIOOmgノ 大量注射ニヨツ

テモ内臓二典型的ナ結核結節テ作ルモノハ極メテ

稀 レデァル。且淋巴腺ノ腫脹モ僅カニ之 テ認 ムル

ノ ミ ァ ア ルoO

勝 鱒 璽灘 璽饗雛驚解 禽毒
細胞 ノ浸潤 アリ、中心部二類上皮細胞 テ小数認メ

タル外典形的ノ 「ラングハンス」ノ耳大細胞ハ認

メラレナカツタ。然 シテ斯ル比較的典型的ノ結節

ハ稀 レデアツタ◇多 クハ小藪ノ類上皮細胞 ガ圓形

細胞 ト共 二小集團テナシ、組織 内二彌漫性二浸潤

スル像ヲ持 ツ病憂 ガ多 イ。然 シテ斯ル病愛ハ三箇

月五箇月感染 ノモノニ於テハ著 シク消退シテヰノレ

一 ・・-5__一 鴨
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タ。接種後三週聞四週聞 二 「レーメル」氏反慮 テ シ、硬結獲生日次.大 小及憂化ヲ詑入表示 スル事二
を

桧 シ・然ル後剖槍 シタ。 「レーメル」氏反慮ハ奮 依 ツテ・撞種海狭 ノ結搬 捜 及抵…肋 テ動 物ノ個

「ツペルクリン」五倍液○ ひ 一蝿皮内注射四十八 性差二基ヅク誤差 デ小昌シテ客観的 二測定 スルヲ

時聞後 二判定 セルモ、皮下接種ノ場合 卜同様全海 得ル事ヲ提唱 シタ。此ノ場合使用菌種ハ毒力菌 ノ

狭二付 キ全ク陽性韓化テ認 メナイ。 一定 シタルモノガ使用サ レル。余 ハ本法テ逆 テ使

剖槍所見ハ第7・8・9・10表 二示ス如ク・毒力極 用 シ・健康海狭二付 キ本弱毒牛型菌残 ヲ本法二依

メテ弱ク、上記皮下接種ノ揚合二比 シテ淋巴腺ノ リ接種 シテ硬結ノ獲生ノ欺況 昌依 リ其 ノ毒力ヲ比

腫脹等 モ著 シク少 イ。BCG接 種群一:,比較 シテ殆 較 シタ。其ノ成績 ハ第11表 二示 ス通 リデアル。

ンド無毒二近 キ感ガアル。 接種後硬結 ヲ震生 セシムル周次ハ各菌株共同 ジク

之等ノ結核性饗化ノ病理組織所見 トシテハ皮下 二 日目デアル。叉硬結 テ稜生セシムル最小菌量ハ

接種 ノ揚合 ト堵較 シテ大差ハナイ。唯ノ」・圓形細胞 本牛型菌株 二於 テハOlmgナ ノ鵬 封 シ・BCGハ

ノ浸潤,特 二小静脈壁二没 フテノ夫ガ皮下接種/001mgデ アル。硬結持績 日数ハBCG群 ハ牛3

揚命 ヨリ著明 デアツタ。?牛4牛5群 二比較 シテご+日 前後長イ・ 本牛型結

第四節 毒力比較費験 核菌株ガBCG菌 株 二比較 シテ毒力著 シク弱 キ事
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第五節 毒力還元試験

第三章第二節二於テ述 ペタ如 ク、邊元培養試験

出於 テ形態上還元セ リ5認 メラレタル、15%「 グ

リセりン」寒天十二代纏代培養 セルモノニ付キ毒

力實験 テ試 ミタ。 裾

帥チ15%「 グ リセ リン」舞+二 代wa代 培養 セ

均本牛型菌株 餓一代3%「 グ リセ リン」寒天二培

養護育旺盛iトナレルモノニ付 キ1cc・20mg含 有

ノ均等菌浮遊液テ作 リ、之テ海狭皮下二接種 シニ

箇月後 二剖槍 シタル虞、從屡淋巴腺及其他ノ淋巴

腺 晶於 テ輕度ノ腫張 ヲ認 メタルノ ミニシテ・原株

二比較 シテ毒力ノ増強即チ毒力ノ還元ハ全然認 メ

ラレナカヅタ。猫 「ツベルクリン」反懸ノ陽性韓

,tliモ見 ラレナカツタ◎

次 二動物累代通過二依 ツテ毒力還元 セザルヤヲ

検 セントシテ動物通過實験 デ施行 ビリ。.

即チ海狽五匹 二本牛型菌株100mg宛 皮下接種

テナ シ、一ケ月後撲殺剖槍 シ、毒力攣化ノ最モ彊

キモノノ脾臓並二淋巴腺ヲ トリ別 々二乳剤 トナ
き

シ、之 テ更 二第二代 ノ動物群 二皮下 接種 テナ ジ

同時 二本乳剤 ヲL6wenstein佳 吉 氏法 ニ ヨ リテ硫

酸 テ用 ヒテ雑菌虞置 ヲナ シ、Petragnani培 地 二

分 離培養 ヲナ シタ。以下一箇 月毎 二代 ヲ重 ネテ行

キタル ニ、第 一・代 二於 テハ脾臓並 二淋巴腺共菌 ノ

獲育 ヲ認メタルモ、第二代以降 二於テハ全然之 ヲ

認メナ イ。 罰槍所見二於テモ毒力ハ 次第二減弱

シ、第二代 ニテハ局所二硬結 ヲ作 リ脾臓淋巴腺ノ

腫張等ヲ認メタルモ第三代以降二於テハ之 ヲ認メ

ナイ。又 「ッ^ξルク リン」。反慮ハ第一代 ヨリ陰性

ニシテ陽性韓化デ示サナイo

即チ累代動物通過 二依 リテ毒力ノ還元ハ認 メラ

レザルノ ミカ、次第二減弱 シ行 キ第三代 二於テハ

動物 ら封 シテ完全二無毒無反慮 トナツタo

第六節 小 括

以上ノ所見ヲ綜合スルニ、 ・

(1)毒 カバ極メテ微弱ニシテ、大量接種ニョリ、

テ従囑淋巴腺並二其他 ノ淋巴腺ノ若干二腫張 ヲ僅

カニ認メ・臓器テハ殆 ンド結節 テ作 ラナイ。BCG

株二比較 シテ無毒 二近イ程毒力ガ減弱 シテヰル。

(2)雛 動物二 「ツーe7vクリンア妙 ギー」ヲ

賦與 シナイ、且 「ツペルク リン」物 質 ヲ作 ラナ

ィ。考ヲ逆二云ヘーご・「アレルギー」嚢現性ヲ喪失

スル程毒力ガ低下 シテヰ西 トモ云 ヒ得ル。

(3)累 代動物通過 二依 リテ第一代海狼ノ脾臓及

淋 巴腺 ヨリ夫々菌ノ焚育ヲ詮明シ得タガ、第二代

以降ハ嚢育テ認 メ得ナイ・且第三代以降ハ臓器淋

巴腺二於テ結核牲饗化ヲ全然認メ得ナイ。

第 五 章

第一節 貿 験 方 法
'(1)有 毒人型菌 ヲ以テ試験感染 セル冤疫實験

豫防 接種ニハ本牛型結核菌1・(㎞9ガ1cc中 二含

マル ・様調製 セル均等菌浮遊液ヲ健康海猿ノ右大

腿皮下二接種 シ、四週聞後 二R6meノ氏反慮 ヲ槍 シ・
一箇月後二教室保存ノ有毒人型菌H2株O.Olmg

(1cc菌 俘遊液 トス)ヲ 左大腿皮下二接種 シニ箇

月後二撲殺剖検 シ、各臓器ノ結 核 性 憂 化テ観察

シ、冤疫接種テ施行セザル封照群 ト比較 シタ。

(2)有 毒牛型菌ヲ以テ試験感染 匂 魔 疫實験
一豫防接種ニハ本牛型結核菌テ夫々 ま・Omg及01

m9宛ICC申 二含 マノい 様調製 セルニ種ノ均等菌浮

遊液ヲ別々と各群ノ海狼右大腿皮下二接種シ・二

箇月後r撲 殺剖 槍 シ各 臓器ノ結核 醗 化襯 察

、シ、冤疫接種ヲ施行 セザノ樹 照群 戦 較 シタ。

兎 疫 實 験

(3)極 微量感染 二依ノ」冤疫實験

豫防接種ニハ本牛型菌 テQlmg(lcc菌 浮遊液
も

トス)右 大腿皮下二接種 シ、一箇月後二有毒人型

結核菌H2株 極微量テー週間ノ闇隔 テ置 キニ同大

腿皮下苧接種 シ、三箇月後五箇月後二夫々撲殺剖

槍 シ、各臓器ノ結核性攣化テ観察、菟疫接種テ施

行 セザル封照群 ト比較 シタ。
塾 本實験二於テノ・試験感染 ノ菌量ヲ微量ニスル事

二依 リテ輕度ノ冤疫カヲモ實験成績二表ハ レ、其

ノ効果判定二利 スル塵大ナ リ、 ト云 フ(42)(43×40鍋

島ノ研究二従 ツテナサレタルモノナルモ、鍋島ガ

搬 量ノ菌量 トシテ葡 萬mg、 繭 萬mgヲ

使用 シ、其ノ中二含マル ・菌数明瞭ナラザ リシニ

封 シ、余ハ更二菌数テ計算 シー・蝿中数箇菌ヲ含 ム

菌液ヲ調製 シヌ。帥チ先 ヅ感染菌株 トシ勤 ・有毒

一Xl_齢_幽



人型菌 正【2株ヲ使用 シ、1cc中lmg含 有均等菌浮

遊液テ調製 シ之ヲ遠心沈澱 セシメ、上清液1ccヴ

トリ歓 赫 融 テ紬 萬菌繊 綱製
シタ。然 シデ此ノ揚合稀繹 ニハ其都度新 シキ 「ピ

《「ヅ ト」テ使用 シテ管壁二附着 ℃ル菌液 轟依ル誤

差 ヲ避クタ。遠心沈澱後ノ上清液晶就 キチール稀

繹液ニテ稀繹並二染色ヲナシ血球計算器 ヲ使用シ

テ萬数ヲ計算 シタルゴ、457萬 及540萬 ナル李均

値テ得タ・從ツテ 、戯 皿9菌 灘 液 一一第
一 ・二回 二於 テ夫 々計 算上 一耗 中四 ・六 及五 ・四

個菌存在 スル ワク デアル。

而 シテ斯 ル場合 、N.B.William(es)二 依 レバ

Poisson,ノThe工iawofs瓦iallnu】 【nbers二 從 ヒ

珪 論 上一垢 中五個菌 ラ含 ム場合實際 上ノ菌 藪ハ同

一 デハ ナ ク、菌液 一〇〇調製 シタル中菌 ヲ全 然含

lvナ イ菌液 バー ツ
、最多数菌 ハ十一・一個 ノ揚合 デ夫

ヲ含 ム菌液 ノ確 塗ハ矢張 リー回 デアル。 四値菌及

五偶菌 ヲ含 ム菌液 ノ確 率ガ最 モ多 ク夫 々十八 同 デ

アノレトzstフo

第 二節 費 験成績

(1)有 聯 型菌ヲ以テ識 感染wpit疫2R験 虜

・ 績 唾

Rσmer氏 反鷹ハ本牛型菌冤痩群 二於 テハ試験感

x第 ユ2表

ノ の

染前ハ陽性韓化ヲ示サナイ。試験感染局所ぐニー一・

三 日後二嚢赤腫張 ヲ認メ、約二週間後二潰瘍 ヲ作

ルモノアルモ・漸次潰瘍ハ治癒 二向ツタ。然 シテ

硬結ハ解剖時迄大部分淺 ツタ。-

ftea成 績ゴ第12表 二示ズ如 ク・本牛型結核菌冤

疫群ハ封照群二比較 シテ 多 少ノ冤疫カテ認ムル

モ、脾臓重量ノ如 キハ却テ謝照群 ヨリ重イ。之昌

封 シテBCG冤 疫群 二於 ケル冤疫ハ薯明ニシテ臓

器二結節ノ成生ヲ見ズ淋巴 腺 ノ 腫 張 モ甚 シク少

イ。

(2)有 毒牛型菌 ヲ以テ試験感染 セル冤疫實験成

績 の,

感染菌株ハ教室保存ノ徳研牛型 株 テ使 用 セぞ

モ、本菌ハ海狸二封 シ身ハ有毒人型菌H2株 ヨ リ

毒力彊ク、本牛型菌 ノ冤疫力ハ微弱ナル爲力完全

二塵倒セラレ封照群二比較 シテ全 ク冤疫 テ認メ得

ナイo

BCG冤 疫群二於テハ明 カニ冤疫 ヲ認ムルモ、

感染菌株ガ彊毒菌ナル爲H2菌 株テ以テ試験感染

セル前項ノ成績程著明デハナイ(第13表 参照)

(3)極 微量菌慈染ニ ヨル冤疫實験成績

有黍人型菌H2株 極徴量感染ニ ヨル冤疫實験二

於テハ第14表 二示ス如 ク、前二項二比 シテ感染毒

有灌人型菌ヲ以テ感染セル免疫實験成績
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第認表 有毒牛型菌ヲ以テ試験感染セル弱毒牛型菌免疫實験成績
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繹 シテ、。あ萬mg一 動 煽 ノ菌液(伽c欝

遊液 トス)ヲ 調製 シ、海狭腹部六箇所二皮下注射

シー定時 日毎二硬結嚢生日次、大小ラ追跡 シ記載

シ タo

(2)實 験 成績

賛験成績 ハ 第■5表 二 示 ス如 ク、硬結焚生 日多ヒ

バBCG冤 疫 群 二於 テハ其 ノ「コツボ現 象」二依 リ

テニ 日目ニー様 二獲 生 スレ ドモ、本牛 型菌冤疫 群

二於 テハ概 ネ十 日ニ シテ五 日 ノ モ ノ 若 干 ア レド

モ 、封照群 卜大差ハナイ。之 本牛型菌 二依ル 「ア

レルギー」賦與性殆 ンドナ キ事 ヲ示 界 モ ノ ニ シ

テ、本菌 二依 ル 「ッ〈3ルク リンアレル ギー ・テ賦

與 セザル事 トー・致 ス。硬結獲生 度ハBCG冤 疫 群1

/1000血9迄 ナ ル ニSSシ 本 牛型菌冤疫群 ノ・

、。あq迄 一シテ・然シテ封聯 、磁 恥9硬 結
襲生ズ。硬結 ノ大イサハBCG冤 疫群二於テハ著
シク小ナルモ寸本牛型菌冤疫群二於テハ封照群 ト

比較シテ大差ガナ碑 チ本牛型菌一 、ま萬mg

以下ノ微量ノ感染 昌封 シテハBσG卜 同程度ノ不

麗 嫉 ヲ示スモ、齋 皿9以 上ノ灘 一封シ

テハBCG二 比較 シテ冤疫力著 シク少ク封照 卜大

差ガナイ。 …

第四節 小 括,

(1)本 牛型結核菌二依ル冤疫力ハ・BCG菌 ノ夫

ト比較 シテ極メテ微弱ニシテ、感染菌量ヲ極微量

rニスレバ三箇月迄ニテノ・BCG冤 疫群 ト同程度ノ

冤疫力ヲ認 ムルモ五箇月二於テハ封照群二次第 晶

接近 シテ來ル◎

(2)構 人贈H2株 古mg皮 下樋 調 月

試験感染 ニヨリBCG冤 疫群二於テハ著明ナル冤

疫 瑠 ム焼 ・本牛型菌冤疫群 二於学ノ樹 照酵二

比ペテ僅 カニ冤疫 ガ認メラル ・程度 デル。

(3)臆 牛型齢 礁 古 血9皮下=eniwa

感染二依 リ、感染菌株ノ毒力甚ダ強ク冤疫カガ歴

倒 セラレ、本牛型菌冤疫群二於テハ全然冤疫 ヲ認

メ得ナイ◎BCG冤 疫群出於テハ冤疫ノ存在iヲ認

メ得ル亀前項 ノi場合程著明デハナイ。

(4)本 牛型菌株ノ冤疫元性二付 キテハ感染菌株

ノ人型、牛型ノ差別 ニヨ々特別ノ相違ハ之 ヲ認 メ

.ナカツタo

(5)弘 重法昌依ル本牛型菌ノ発疫力側定成績モ

概略叙上ノ事 トー致スル。脚チ試験感染菌量ガ律

量ノモノニ封 シテハBCG冤 疫群 ト剛呈度ノ抵抗

ヲ示 スモ、大量ニナレノS"et結ノ大イサハBCG群

ト比較 シテ大キク樹照群ノ夫 ト大差ハナイ。

第六章
1923㈹A.E.WrightガSIidecelkeulture

テ創 案 シテ以來、1血液内 ノ細菌培養 二關 シテハ長

足 ノ進歩 ヲ途 ゲ、血液 内ノ細菌焚育 歌況 テ数量的

二親察 スル ヲ得、特 二冤疫 學方面 二大ナル寄與 テ

ナ孟
脚 雌 一依轍 謡 麟

養ヲ試 ミ、健康人血液内二於テ螢育可良 ニシテ結
オ

核患者血液内二於 テハ焚育阻 止 ノ存 スルヲ認メ

タ。(4?xas)今村教授ハ本法ヲ更 二改良シ、其 ノ門

下生 ト共 二全血液内二於クル結核菌ノ畿育及装育

阻止作用二付テ凡ユル方面二亙 リ詳細研究磯表 シ

タ。 ソレニ依ル ト人髄ガ結核 二感染 シテ多少ノ病

墾 ヲ生ズル ト、血液内ユ於テ結核菌増殖阻止作用

ガ起 リ、或 ル程度迄ハ結核性病攣並 二 「ツー・ルク

ソンアレルギー」1'本 阻止作用bハZF行 スル観ガ

アル、然 シ病攣ガ絵 リ進展 シ陰性 「アネルギー」

SlidecellCUlture法 昌依 ル 海獲 全血 液 内培養 成績
'

ヲ示ス如 キ歌態ニナル ト菌檜殖阻止作用ハ清失ス

ル、.又海猿二加熱死菌 テ注射 シテ所謂冤疫操作ヲ

爲 シテモ・阻止作用ハ現 レナイ・栗不感性冤疫 ガ
の

組織 二見 ラレルノハ結核菌増殖阻止伶用ガ組織 二

及 ンデ居ルカラ トモ見ラシル ト。

余ハ本牛型菌種ガソノ接種動物二封 シテ 「ツペ

ノレク リ詫アレルギー」テ賦與セズ轟且冤疫力ノ極
ガ

メテ弱 キニ封 シ、ソノ接種海狼全血液内ム果 シテ

有毒結核菌 ヲ阻止 スルカア リヤ、又本牛型菌ハ健

康海猿血液内二嚢育 スルヤ、叉結核海狽血液内晶

於テ畿育阻止テ受クルヤ等 ヲ見 ンガ爲本實験 二着

手 シタ。

第一節 貿験方法.

實験方法ハ(t8)今村、西村繭氏 ノ「流動バラフイ・

ン」中二於テ培養スノ捗 法二御 タ。使用菌株ハ

教室保管ノ 「グ リセリン」馬鈴薯培地上ニー・三週

_18-一 ・



間ノ嚢育最モ旺盛ナル有毒人型菌上池株 ヲ使用 シ

タ。先 ゾ1c.clrdg{/菌 液ヲ作 リ遠心沈澱 シ、其

ノ上清菌浮遊液O.05ccラ 「スピックグラス」二

取 リ045c.bノ 本牛型菌冤疫海狼全血液(10mg

皮下接種一箇月冤疫)ヲ ドリ混合 シ、小紙片ヲ附

セル滅菌 「オ プエク トグラス」上=二箇所二…滴宛

滴下 シテ、直 二紙片ヲ添母セザル滅菌rオ ブエク

トグラス」ヲ重ネ之 テ 「ブリキ」製rマ ツベ」二

入 レ次 デ磁璃 引 「パ ツト」内二置キ流動rバ ラフ

イン」テ注入、三十七度贈i卵器内÷置キー週闇培 鴫

養 シタ。培養後流動 「バラフイン」中ヨリ 「オ ブ

エク トグラス」ヲ取上ゲ、二枚 ヲ輕ク引離 シ血液

膜ノ附着 セル方テO.5%「 フオルマ リン」酷酸液二
・ツ時間置キ、溶血 ト固定ヲ同時ニナシ、水洗一時

聞後石油 「ベンジン」ニテ汚染物ヲ取除キ、次 デ

「チ∠ラレネールぜン」氏法 二依 リ染色検鏡 シタ。

剰定ハ左記 ノ如クシタ。

陰性(一)菌 燈個 々二散在 スルモノ

弱陽性(土)2-一 ゲ 個ノ菌燈集落形成ノモノ

輕度陽性(+)5--10個 〃

中等度陽性(+)11・-20個 〃

張度陽性({什)21--30個 〃

最強度陽性(鮒)31簿 似 上 くt

然 シテ毎常嚴密二健康海狼』血浪ノ封照 テトリ、

且 又培養 セザルモノヲ染色検鏡 シ、各菌ノ分離歌

況並二分布歌態ガ恒常ナ リヤ否 ヤヲ確メタ。 ・

第二節 實験成績

(1)本 牛型菌接種前後二於ケル海猿全血液内二

於 クル有毒人型菌ノ培養成績

海狽五匹宛テー・群 トシテ健康郵照三匹ヲ取 リ、

本牛型菌並工BCG菌1・Omg(1ρcc菌 浮遊液 ト

ス)ヲ 右大腿内側皮下ゴ注射 シ・撞種前並二接種

後 一箇月、二箇月ノ三同二亙 リ、S・e・c・法 テ實施

シタ◎其ノ成績ハ第16表 二示ス通 リデアル。即チ

本牛型菌接種前ノ海狸全血液内二於テ震育旺盛ナ

～レニ封 シ、接種後ノ全血液内二於テハー、二箇月

共 若干ノk育 阻止作用ヲ認ムルモBCG株 程著明

デハナイ。
一一(2)有 毒牛型菌接種前後二於tr」V海狸全血液内

鵡於 ケル本牛型菌ノ培養成績

有毒牛型菌徳研株1・Omg(1つc噛 浮遊液 トスレ

第16表 弱麟 型菌接種前後二於ケル瀕 冥全血 、
液内二於ケル人型結核菌(上 池菌)ノ

培養成績

菌菌

嬰
.
○

㎎
皮
下

1騰灘灘
8・li26・!(一)劉 岬癖Tr4751こ ～{帯

8・2}34り;(一)i帯i36・1(一)囲45・1(一)i+

8・3⑳(L)i冊i345(一);
s+抑;(±)ト

8・4i25め …制33・S-)!± 御1(一)i+

8・525・(一)腿5{(-2注1郷)1+

牛、18・623・:(　 な一一)帯320(一 一li)}-1355i(一)1一

丁}8・7陳 →it,ti,1360 ,(一),昇142・;(一);号

憩 塑;(一 紳3・ 　±ゴ355卵
下
.聖27G;(一)1劇35・;(二);+i4・ 。;(一)/井

.」璽 吟 欝
一

320之一){升{39・(づ+
_.__一__.____ご_1

.脚 一)卜き

6
腎
下

8・・睡 一)幽 脚(一)i+1
… 一_

8ユ2i26・1(一)岡4・ ・
,C一)1+、49・1(一)1±

8・3127・i(づ:州36・;(±)i+14351(±)1+

　 …7}　 "一 「 一 ……扁

8・5i29・P圃

8・4127d(…)洲35へ(一)}±}4・ ・:(±)ト

38側(一)iサ;45・;(一):井

BCG

T
O

饗
下

8・6;蹴 一≧鯉44◎ ㈲:±1(死)

8・7:29・(ll-)一 冊i350(+)}±1385;(+)1±

聾1帳 糊 噸L… 勢1二
819125魚 仁一綱3・51㈹ 一142咽 一

82・叫 一一 柵 35剃 一4蝋)1一

健
康
謝
照

}ii

821{270
、(～):冊 4・飢(一)1冊 …48σ(

1

)冊
「一 一 一 一,一 一一温 一二 一
822240(幣 鱒〕'i柵 し47δ

、(一)1惜 …490(一){冊//嫡研 幽 塾 画ど菊

七匹 ノ海狸 ノ左 大 腿内 側皮下二接 種 シ、接 種

前、接種後一^箇月並 二二 箇 月ノ海狭全血液二就

キ、本牛型菌並 二BCG菌 株 ノ増養 テ實施 シ 。々

然 シテ本牛型菌 ノ健康湖 冥全血液内二於クノ磯 育

旺盛ナノ・爲・培養期聞 テ五 日間二短縮 シタ。其ノ

挙 ノ・第1後 二示 樋 リデアル・
epチ本牛型菌ハ健康湖 冥全血液内;於 テハヨク

一一 一19-一 一_



、

第17表 有毒牛型菌(傳 研株)接 種前後 二於ケル海狽杢海液内徴於ケル弱毒牛型菌培養戌績

濯
猿
番
號

匿

接 ,種 前1接 種 後 一 箇 か
ノ ■■一閣■一■一 一一

接 種 後 二 箇 月

範
饅 矛レー メル

氏 反 慮

菌 蹄成 職

株/養 績 重ε

[
レの メル

氏 反 慮

菌

株

培成

養績

髄 レ』メル

盛,販 慮

菌

株

培成

養績

嶋

824

傳1

牛 菰 ∫㎎
皮

下
、

390 (一)

w

'

牛3 昔

㍉

490 (什)

牛3 胸

500

亀

(卦)

牛3
i __

牛 茎 冊 牛 ・1
周

牛 ・盛
一

牛8 帯 牛 写 一1 糠牛5 一

BCG 絹 Bcq 刊 BCG, 、

825

》 〃

350 (一)

,牛3i紐

450 (井)

牛3 剛
講

495

雛

(+)

}

牛3 蔭 剛

制 柵 .牛 裏 周 牛4 噛

牛 了 帯 鄭 ± 牛5
}

剛

BCG 卦 RCG

㌧

一 BCG 噛

P

826

謝隔 筆 農

〃

340 (一)

牛3 帯

鋤 (静)

牛3卜
◎

415" (昔)

牛3
一

牛4
5

柵 牛 垂 一 恥 。 噛

・牛5 柵 牛5擁 牛5 噛

BCG 帯

一

BσG 「/
　

BCG 噛

一 ▼

827

〃

340 (一)

毎

牛3 十

370 (朴)

詞

牛3 圭

340

伽

(朴)

牛3

、

・一 ■

牛 茎

ρ
柵 牛 峯 蜘 牛4 }

牛3 柵

鈴

幽 軸 牛5 向■幽輸

1

BCG BCG 噸 BCG 輯

828

〃

麟 (一)

牛3 掃

340

〆

静'

肇

牛3 哨

390 (+)

牛3 殉

牛 隻 柵 牛4 一 牛4 一

牛3
-一__娼

BGG

柵

『

牛 等 一 牛5 鞠

紳
『

BCG 一

一_

8CG 鴨

轟

829

〃 振

330 (一)

毒

牛3 帯

330

曳

(幸)

牛3 鞠

410 (惜)

牛3 鯛

牛 霊 冊 牛4 一 牛4 哺

牛5 冊
1牛
3 噛 牛5 一

BCG 讐 BCG 鳳 BCG

一 一

噛

1,

興

830

健 野

康照

謝

ヨ

く一)
'

牛3メ 柵
下 …

430 (升)

翻

牛3撫

470

1

(粋)

牛3 冊

牛4 欝 ・ 牛4〆

.__一 』

牛5

冊

{

牛喋 冊

牛$ 冊
{一一

蒔

・帯
牛4 辮

BCG BC(} 副 BCG 升
}

獲育 シ、上池菌 ヨリニ 日早 ク最盛獲育歌態二達BCG菌 株 ト同様二著明ナル獲育阻止作用 テ受ケ

ス。BCG菌 二比較 シテ著 シクX育 旺盛 ナリ。撚/ル 。

シデ宥毒牛型菌接種後 ノ湖 冥全血湊 射 キテハ 第三節 小 括
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(1)帥 チ本牛型菌株ハソノ接種海狭全血液ハ有 内二於 テノ著 明ナル爽育 ヲ螢 ミ、且結核海狭全血

毒人型菌ノ嚢育ヲ多少阻止スルガ、BCG菌 程著明 液中二於 テハBCG菌 卜同様著明ナル稜育阻止作

テハナイ。 用ヲ受ケル。

(2)之 二封 シ本牛型結核菌株ハ健康海瞑全血液

ご 　

第 七 章 補 盟 結 合 反 癒

1901年Bordetu・Gep90uガ 補 麟 費合反 慮創 案 ル ギー・・一」 ヲ賦與 セズ㌻冤疫 元性極 メテ,微 力 ナ ル

後、(49)Widalu・SOule二Arloingノ 挙 等増養 モ、其 ノ全 血液中 二於 テハ弱度乍 ラ結核 菌登育 阻

結核菌 ヲ・次 デ(50)Camusu・[Pagttizハ 萬 「ツ〈ジ 止作帰 ヲ認 弧ル特異 ナル菌株 串於 テ・果 シテ抗饅

ルク リン」 ヲ抗元 トシテ、結核患者血清 申 二於 テ ヲ 生成 スル ヤ否 ヤハ 、之等 ノ間 ノ相互 ノ關係 テ鮮

抗饅 ノ存 在 スル コ トヲ認 メ タ◎而 シテ其 ノ本態 ハ 明 スル上 二誠 二興味 ガ アル塵 デアル。

結核 菌檜殖 二俵 ツテ装 生 セ ル 券 解産物 ノ爲 ニシ 余 ハ結 核菌 ノ血清反慮 トシテ最 モ重要ナノ輔 魍

テ、膿蛋 白ノ不 安定 歌態 ノ爲 二起 ル ト解 セラル ・ 結合反慮 ヲ探用 シテ本牛型結核菌 ノ血清中 二於 ケ

モ、結核動物血清 申 二於 ケル抗燧 ノ嚢現 、」ツA・9ル ル抗腱 ノ産生 ノ有無 ヲ實 験 シタ。`

ク リンア レル ギ ー」並 二冤疫 三者 ノ關 係 二付 キテ 第一節 貿験方法

ハ未ダ十分 二鮮 明 セ ラレ居 ラレザル事ハ緒 言 二於 声 抗元 、抗元製造方法5シ テハ(5i)Boquetet・Ne

デ述 ペタ塵 デアル。本牛型結核 菌株 ノ如 ク、毒 力gr6抗 元 ノ方式 二從 ヒ、「メチール」酒精抗元 ヲ探
ノ

ノ甚 シク減弱 シ、接種動 物 二 「ツペル ク リンア レ 用 シ、牛4、BCG、 毒 力人型菌 ノ三菌 種ノ抗 元 テ

、第18表 家兎兎疫血濾ノ牛4BOG人 型菌各菌抗元e・・依ル補盤結合反懸

慮反合儲盤補
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作 ツタ。後者ノ夫ハ有毒人型菌多種類 ヲ混合 シテ

作 ツタ多債抗元デァル。

術式、Browin9氏 法二從 ツテ血清 ヲr'定 ト シ

テ、補艦輩位数 ケ攣化セシメ溶血 ノ程度ヲ測定 ス

ル方法 二從 ツタ。

家兎十五匹 テ五群.=分 チ、本牛塑結核菌株牛3

牛4株 、 有毒人型菌株並二有毒牛型菌傳研株ノ四

種ノ加熱死菌1a620mg李 等菌浮遊液 ヲ作 リ、

一週聞間隔 テオキ三同灘脈内二接種 シ、最終接種

一週間後ノ冤疫血清二付本實験テ試 ミ女。

第二節 實験成績

貿験成績ハ第18表 二示 ス如 ク、 本牛型結核菌

(牛3、 牛A)、有毒人型菌(H2)、 有毒牛型菌(徳

研株)ニ テ冤疫 セル家兎血清ハ本牛型菌(牛4)、

BCG菌,有 毒人型菌抗元二封 シテ、何 レモ強陽

性乃至申等度陽性反踪テ示 ス。

多少ノ類麗ニヨル反慮上ノ相違ハ アルガ著明デ

ハナ イ。封照ノ健康家兎血清二付キテハ全部陰性

ア アツタo

第ミ節 抗 聾吸牧反億勉 二類 腐反慮

_叙 上 ノ補髄結 合反慮 ガ翼 二特 異的71モ ノナ リヤ

否 ヤテ槍 セン爲 、CasもeU3niノ 抗 畳豊吸牧反慮 テ實

施 シタ。 帥 チ前實験 二於 テ牛4、Hz菌 株 ニテ冤疫

セル家兎=匹 宛選}ビ、其 ノ琵i喫」血清 ・:・牛4、H2菌

ノ 濃厚菌浮遊 液 ヲ混*Pシ 、370C24時 聞 後遠心沈

澱 シ、其 ノ上清液 二就 キ牛4、 人型 菌抗元 ヲ使用
セ

シテ補儲論 合反慮 テ1實施 シテ残留i抗元ノ有無テ調

♂ぐタo

じ

其 ノ成績 ハ第19表 二示 ス如 ク、抗艘ハ完全 二吸

歌 セラ レヰル ノヲ認 メタ。偉 シ他型菌 デ吸牧 シタ

第19表 家兎免疫血清ノ抗禮吸牧試験

血
清
種
類
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細 ル
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牧
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慮
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H黛

冤
疫
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儀

「
恥

一
儀

菰

.
1牛4

18i1650i±_

iH・

1牛 、

191750±=

}∬i⊥

補 盤 結 合 反 憾

莞12EHlEH剛 鍵

;牛鴇

人

型

一H-1- ・

+1+国 一

rFト ト
+s+H一

+国 ±1一

一トH一

+伺+卜
一ト1十

冤疫血清中ニハ陽性ニハ至 ラナイガ、輕度ノ不完

全溶血 テ残スアルテ認 メ㌔ 師チ牛4、且2菌 株相

互間二多少ノ類 薦反慮ヴ示現 ス ル モ ノ ト見 ラレ

ノ彩O

第四節 小 括

(1)本 牛型結核菌株ハ 「ッ・x"ルクリンアレルギ

ー」ヲソノ接種動物二賦與 シナイガ、BCG菌 卜

同様血清申補盟結合反慮出依 リテ抗膿ノ畿生ヲ認

メル。之ハ該菌テ抗元 トシテ結核家兎冤疫血清亀

封 スル補髄結合反鷹二於テモ、叉該菌 ノ冤疫家兎

血清二就κテ有毒人型菌、BCG等 ヲ抗 元 トシテ

試 ミル揚合二於テモ同様デァル。 ノ

(2)該 菌冤疫血清申ノ抗膿 ハ結核菌 二依 ツテ完

全二吸牧 セラレル◎然 シテ其ノ際本弱毒牛型結核

菌及有毒人型菌相互間二多少ノi類麗反磨テ認メ得

ノレo

㌻ 第八 章

以上列記 セル如 ク・余ハ大阪帝園大學微隼物病

研究所竹尾結核研究部所長研究室 二於 テ昭和八年

來十年間一・三〇代 「グリセリン」寒天二縫代培養

セル牛型結核菌牛δ、牛4、牛5ノ諸性歌 テ検 シタ。

其ノー般生物學的性歌 トシテ ハ、形轄上ハ長 サ

O.3μ 乃至10μ ノ短桿歌乃蚕球歌菌 デアツテ、「チ

ールネールゼン」馬法昌依 リテ菌腿一様二赤染 シ

分節的構造 テ有 セズ・又 「グラム」陽性菌乳アル。

3%「 グ リセリン」寒天、普通寒天、「グ リセ リン」

総括的考察虹二摘要

馬 鈴 薯 、Petragnanif-xrp、Hohn'夢 β黄 培 地 等 ノ普

通 一般 固形培地 二良 ク嚢育 シ・耳 「グ リセ リン」

寒天 ノ 「グ リセ リン」量 ノ零 ノ モノ ヨリ3%一 一5%

程度ジ竪有量ヲ有 スルモノニ於テヨク畿育スル。

液腱培雄帥チ 「ゲ リセ リン」 肉汗、Sauton無 蛋

白合成増地等二於 テハ普遡結核菌 卜同様 二液表面

晶旺盛ナル嚢育 ヲ蒼ム。本菌ノ還元培養ヲ諸種培

地 二試 ミタル麗、他 ノ培地二於 テハ攣化ヲ認メナ

カツタガ、唯 「グリセリン」含量5%、10%、15%
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ノ 「ガ リセ リン」寒 天培地 二移植 セルニ 形態上

稽其 ノ長 サヲ伸 長セルヲ認メタガ、毒力其他二於

テハ何等 ノ攣化テ認メナカツタよ又本菌ハ接種動

物二 「ツ〈きルクリンアレルギー」ヲ賦與 シ鼻 イ。

本菌 ヨリ作 レル 「ツベル クリン」ハ結核動物二封

シテ 「ツペルク リン」反慮 ノ陽性韓化テ惹起 セシ

メ得ナイ。'

次 二海狸 二付 ギ し下並 ・r静脈内雨接種ニヨリ其

ノ毒力ヲ検 シタル庭、50mg、100mgノ 大量 二於

テモ僅カニ淋巴腺ノ腫脹ヲ認メルノ ミデ臓器ニハ

殆 ンド結節テ作ラズ、BCG二 比較 シテ毒 力ハ逡

テ』弱 イ。累代動物通過二依 リ、第一代 ノ淋巴腺

並 昌脾臓 ヨリハ菌 テ分離蠕養 シ得タルモ、第二代

以降λ不能 ニシテ又淋巴腺並 二内臓 ノ攣化ハ第三

代以降之 テ認メナイ。次 デ本菌 テ海狸皮下二接種

シ冤疫實験テ試 ミタル盧有毒人型菌ノ極微量試験

感染二於テハ三箇月ニテBCGb同 程度ノ免疫ヲ

認 ムルモ五箇月二於テハ次第二弱クナル。有毒人

型菌ノ試験感染 二於 テ ハ多少ノ冤疫 テ認ムルモ

BCG二 比ぺ著 シク微弱デアル。有毒牛型菌ノ試

験感染 二於テハ感染菌株ノ強毒二駆倒セラレ全ク

菟疫テ認メ得ナ イ。弘重法ニヨリテ實騨セノ嘘 ニ

ヨル ト、感染 菌量ガ微量ノ時ニハ不感染性冤疫ヲ

認メ硬結ハ嚢生セザルか或ハ小ナルモ・大量ニナ

レベBCG二 比較 シテ大キク封照二比ぺ絵 リカハ

リガナイ。又本菌 テWゴighl氏 ノSeC・C・ 法二

依 リテ海瞑全血液内二増養 スル ト・健康血液 二於

テハ其ノ襲育ハBCGヨ リ旺盛ナルモ結核血液 二

於テハ著明ナル阻止作用 ヲ受クル。但 シ本菌接種

海狸血液 二於ケル有毒結核菌獲育阻止作用気差程

著明デハナイ。次 デ本牛型菌ノ補髄結合反慮テ試

ミル ト、本菌冤疫家兎血清 二封 シテハ・普通結核

菌抗元ヲ以テ陽性反慮 ヲ示 シ、其ノ逆ノ場合 モ同

ジデカレ.膨 糟 ノ接 餓 馳 清轍 駒 産生

セシメル。且本抗盟ハ結核菌二依ツテ完全畷 牧

セラレ、又本弱毒牛型菌ハ有毒人型菌 トノ間二輕i

度ノ類騰反慮ヲ認メノレ。

以上本牛型結核離 ノ諸性歌 湘 括 シタル盧二

付 キ、考察ヲ加ヘル ト・先ヅ第一二毒力ノ低下ノ'

問題デアル。教室ノ(2e)(2η吉井ハ 毒 力 人 型菌ヲ

「グ リセ リン」加牛謄汁馬鈴薯培地二・132代 纏

代培養 シテ毒力並二冤疫元性FモBCGト 同程度
ぱ

ノモノヲ得 タ。然 シテ 「グ リセ リン」塞天 二縫代

セル原株ハ 大部分 毒 力 ヲ 保持 シ居 ル ト云 フ。又

(52x53x鋤 今 村、俳藤 ハ昭 印八年來 人型菌 テ 「グ リ

セ リン」量 ヲ漸減 セ〃寒 天上 二纏代培養…シ、「グ リ

セ リン」量零 二達 セトルガ、3%「 ゲ リセ リン∴寒天 ノ

原株ハ多 クハ毒 力テ保持 シ居 ル モ、「グ リセ リン」

零 ノモノハ毒力低下 シ來 レル モイガ多 イ ト云 フ。

即 チ前者 二於 テハ 「グ リセ リン」加 牛謄 馬鈴薯

培地 ノ謄汗成分 ガ毒力 ヲ低下 セ シメ、後者 二於テ

ハ 「グ リセ リン」寒天 ノ 「グ リセ リン」量 ノ漸減

ガ毒 カラ低下 セシメタ ト見 ル可 キデアル。然ル ニ

本牛型菌 株ハ結核菌 ノ普通好適培地 タル3%「 グ

リセ リン」寒 天上 二纏代培養 スル事10年130代 ニ

シテ殆 ン ド無毒 二近 ク毒力 テ低 下 セジメ得 タ ノデ'

アル。此 ノ事實 ハ結核菌ハ普通 一般培地上 二於テ

モ纏代培養中毒力 ジ次 第 二減弱 スル ト云 フ ⑥恥 一

weustiuノ 所 論 テ裏書 キスル モノデアツテ、結核

菌 ハ培地 二特別 ノ操作 テ茄 ヘズ トモ毒力 ノ低下 テ

起 シ得 ル事 テ示 ス。帥 チ此 ノ揚合長 年丹 ノ纒代培

養 其物 ガ菌 二封 シテ不良 ノ環境 トシテ働 キ・強毒

ノ系統 ノモノ 漱 第 二淘汰 サ レ毒力 ノ弱 キモノノ

ミガ愛存 シタ モノ ト見 ラ レルo

然 シテ本菌 二於 テバ 「ツ〈$ルク リン」産生能力、

テモ喪失 シテヰル。「ツベル ク リン」産生能 力 卜毒

力 トハ並行 的開係 鳥ア リヤ、或ハ全然濁立 シ居ル

モノナ リヤハ遽 カニ決定 シ難 キ問題 デァルガ、本

菌 二於 テハ毒 カノ減弱 二俘 ツテ 「ッ殉 レク リン」

産生能 力並 二 「ッA("7Uク リンア レル ギ・-1賦 與性

ガ喪失 シタ ト見 ル可 キデ アロウ。

然 シテ斯iクノ如 ク 「ツペル ク リンア レル ギPt」

賦與性 テ喪失 セル程毒力 ノ低下 セル菌 株 二於 テ其

冤疫 元性如何 ト云 フニ、有 毒菌 ノ極 微量 二封 シテ

ハ封照 二比較 シテ僅 カニ抵抗 ヲ示 スモ、毒力菌普

通量 ノ試験感染 二於 テハ人型菌 牛型菌 トモ殆 ンド

見 ル可 キモZガ ナイ。(15)NathauRawハ 「ツ〈1!tル

ク リン」物質産 生能力ナ ク殆 ンド無毒 二近 イ菌採

二於 テ冤疫力 ア リ ト報苦 シテヰルガ、動物實験 ノ

報告 ナ ク之ハ論外 トシテ・本牛型菌 二於 テ冤痺元

性殆 ン ドナキ實 験成績ハ本菌 ノ 如 ク縫代培養申

「ツペル ク リンア レルベ ギー」賦 與性 テ喪失 スル
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程毒力ノ減弱 セル結核菌株二於テハ、其 ノ冤疫元

性モ亦殆 ンド無カニ等 シイ事テ示 シテヰル。此ノ

事實ハ結核冤疫 二於テハBCGノ 如ク髄内二於テ

進行性病攣 テ惹起 セザル弱毒菌 テ要スルモ、然カ

モ其 ノ毒力ハ低下ノ或限度 ガ必要 ニシテ、本牛型

菌株 ノ如 ク無毒 二近 ク減毒 セルモノハ死菌 ト同ジ

ク冤疫 ガ著 シク微弱ニシテ免疫元 トシテ便値甚ダ

少ナキ事ガワカル。

又弱毒結核菌 二於テ纏代舞養二依 ツテ或毒力二

減毒 セルモノハ、狂犬病 ノ固定毒ノ如 ク毒力ノ固

定 シタモノデハナク、現在 ヨリ更 二毒力=テ失 ヒ途

二 「ツペルクリンアレルギー」賦與性 ヲ喪失スル
ノ む

昌至ルナ ラン'トノ推察 二封 スルー審箕 ラ與 フル モ

蜜ノ ト考 ヘ ラ レル
.

又 「ツペル ク リンア レル ギー」 ト結核 菟疫 トノ

關係 二付 キテハ尚議論 ノ絵地 アル塵 ナ レ ドモ、雨

者ハ其 ノ出湊 二於 テ密接不離 ノ關 係 ニ アル事ハ本

牛型菌 ガ毒力 ノ甚 シキ低 下 ノ爲 「ッA・'7Pク リンア

レルギー」賦與性 ト冤疫 元性 トテ厨時 二喪失 シヰ

ル事實 昌徴 シテモ明 カナ露 ヂ アル●
ノ

然 シテ斯 ク毒力並晶冤疫元牲 ガ大イニ減弱 セル

菌株二於テ、之 ガ接種動物血清中抗膿ノ産生テ有

毒菌或ハBCG二 依ル如 ク詮明 シ得タル事實ハ、

冤疫F血 清學白勺抗営豊トノ關係力、(av)B◎rdetノ云 フ

如ク補鎧結合物べ・一般細胞二封 シテモ冤疫現象ナ

リトスル醗二反封ニシテ、(2のR,6皿er(2s)(29)BeSre-

dka初 メ多数 ノ學者ガ爾者ユ卒行的閥係ヲ認メザ

ル読 卜一致 スル事實 テ提供 スルモノデアル。

.又Weight氏 ノS・C・C・ 法 二依ル海狸全血液

内培養 二於テ、本菌ガ結核海狭全血液申二於テハ

健康 ノ夫二比較 シテ著明ナル嚢育阻止作用テ受ク

ルニ封 シ、本牛型菌接種海狭全血液ノ毒力菌獲育

阻止作用ガ絵 り著明ナラザル事實ハ、本菌ノ全血

液内昌於クル菌叢育阻止作用ナル冤疫現象ヲ起 ス
ぼ ゐし

カノ弱キ事ヲ示ス な共 二・全血液内二於クル獲育

阻止作用ハ必ズシモ、血清内ノ抗鐙ノ量 トー・致 ス

ルモノニ非ズ、寧 ロ組織細胞内ノ冤疫現象 ト密接

ナル開係 ガアル事ヲ示 スモノデァル。

即チ本牛型結核菌株ハ組代培養中縫代培養其物

ノ影響 二依 リ毒力ヲ次第 昌減弱シ、其 ノ接鍾動物

ノ髄液中昌於テ抗趙 テ産生セシメ且接種海狭全血

液中二結核菌焚育阻止物質テ極輕度 二作 リ得ル

ガ・膣細胞 二 「ツペルクリンアレルギー」性並r

冤疫元性テ賦與 シ得ル程 ノ能カガ最早無 クナツタ

事ガワカル。印チ毒力ガ甚 シク減弱 シテ燈内二於

クル菌 ノ壇殖ガ極メテ弱 クナ リ、髄細胞 トノ交渉

ガ十分 二出來ナクナ ツ テ來 タ事 ヲ示 スモノヂア

ノレo

之ヲ要スルニ、結核F於 クル冤疫ハ血清學上ノ

抗盟 トハ直接並行的關係 ニハナク、組織細胞二於

クル 「ツペルクリンアレルギー」賦與性テ伴 フ愛

調 デアリ、然 シテ其 ノ攣調ヲ起 サ シメ 得ル爲ニ

ハ、髄細胞ノー定歎 二封 シテ或菌数帥チ菌 ノ或場

殖峯ノ限度ガ必要 ニシテ、死菌ニテハ勿論生菌ニ

テモ菌 ノ毒力ガ甚 シク減弱シテ菌 ノ増殖率著 シク

低下シ盟細胞 トノ交渉テ持 ツ菌数 ガ少クテハ不可

能ヂアル事ガワカル。
ジ

摘要。
1余
ハ大阪帝國大學微生物病研院 所竹尾結核研究

部所長研究室二於テN昭和八年來3%「 グ リセリン」

窪天上 二纏代増養十年間 一三〇代昌逡セル牛型結

核菌牛3、牛4、牛5ノ 三菌株ノ諸性歌 テ桧シ、下記

ノ如 キ結果 テ得タ。
'(i)形 態

。正常結核菌 二比 シ著 シク短 ク、短桿

歌乃至球欺菌デアル。.

(2)染 色。一般 「アニリン」系色素 轟良ク染色 、

シ、「グラム」陽性菌 デアル。抗酸性、挑 アルヵ

リ性、抗酒精牲、抗煮沸性ヲ有 ス。

(3)増 養。普通一・般固形培地並 二液盟培地二淡

黄白色乾燥性 ノ菌苔 ヲ形成 シ良ク嚢育 スル。

(4)「 ツ(芝ルク リン」物質産生ノ有無●「ツ(3ル
き

クリン」物質=ヲ産生 セズ、叉接種動物二 「ツペ

ルクリンァレル ギー露ヲ賦與シナイ●

(5)毒 力。BCGa比 麟 シテモ樹毒力微弱デア

リ無毒二近イ。又累代動物通過 二依 り毒力ノ還

元ハ見 ラレナイ。
・(6)冤 疫元性。Bcqazare較 シテ菟疫元性ハ著

シク微弱デアルo

(7)抗 髄産生ノ有無。補燈結合反窓二依 リテ家

兎血清中抗膿 ノ産生テ認メル。本抗膿ハ結核菌

二依 リテ完全二吸牧サ レル。又有毒人型菌 トノ

聞二類 麗反慮ヲ認メル。
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(8)血 液内菌嚢育阻止作用。海狭全血液内菌嚢

育阻止作用ハBCG二 比べ著 シク弱イ。

(9)以 上列學 セル事項バー般 結核菌二關スル左

記推論二封スル實験的一根撮ヲ與フルモノデア

ルo

'(イ)結 核菌
ハ普通培地上呂於テモ縫代培養

中毒力テ次第 二減弱スル事 ガアル。

(ロ)毒 力甚 シク減弱セル菌株ハ假令生菌 タ

小 宮 山

(1)

/

リ・トモ・冤疫 元性 ハ甚 タ微弱 デァル。

(ハ)結 核冤疫ハ「ツペル ク リンア・・齢 一」

.賦 與 性 テ俘 ジ場合多 ク、血清中 ノ抗履 トハ直

接關 係ガ少ナイ。

'
牛 の 尭 疫 群→

DOG免 疫群→

野 照 群 一♪

摺筆スルニ臨 ミ恩師今村i教授ノ御懇篤ナル御指

導並 ピニ御校閲二封 シ哀心 ヨリ憾 謝ノ意テ表 ス。

嗣 魔 疫 群→

牛弓尭 疫 酵→

も 菟 疫 群→

Box免 疫群→
＼

謝 照 爵→

メ

論 文 附 圖

趣 微 量 試 験 感 染 二 依 ル 免 疫 實 駿

感染一H・舞 離 麺 皮・・齢

免 疫一 ユ.Omg皮 下1箇 月

,● 鱒9Dbb

亀 ●鱒6鱒 ・睡

τ 聖e ▼

魯灘
廓

肺 餉 畠噂 騎:機麹
(2)入 型毒力菌試験感染 二依 ル 免疫實験

鰍7H・ 右 ・・皮・・箇月

見 疫 一1.Omg皮 下1箇 月

帆 輔6,魁 鶴:◎

駒 ●馳 亀込簡

蓼鴨 亀網 ●4
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(18)  R. Kraus' : Zit.  im Kolle,  Kraus' u.  Uhlen.h-
  uths  Handbuch Bd. V.  Tail 2  S. 888

(19)今 村荒男:結 核 第6卷 第7號,755頁 、 第8

號813頁(昭3年)

(20)今 村 荒男、吉井馨:大 阪醫事新誌 第14卷 第

3號(昭18年)

(21)吉井 馨:近日發 刊ノ豫定

(22) P. H.  Romor  Beitr. z. Kin. a. Tbkd. Bd. 11 
 S. 79  (1908)

(23)弘 重喜輔:核 結 第1卷392頁867頁(大 正12年)

同第2卷55頁311頁(大M13年)

(24)仲 田一 信:實驗井 學雑誌 第9卷 第4、7、11號

(大 正14年)

(25) H.  Setter  : Beitr.  a.  KLu a.  Tbk. Bd, 55 S. 
 318 (1923) 

 (26)  . P. H.  Ramer  IL K.  Jozepli :  Beritr.  z. Kin. 
 cl. Tbk. Bd. 17 S. 365 (1910) 

(27) J.  Bordet u. O.  Gengou  : Ann.  Jae. Pasteur 
 J. 15 P. 289 (1901) 

(28) A.  Besredka  :  Z. f.  JmniLforsoh. Bd.  21 S  77. 
 (1911) 

(29) A.  Besredka u.  Manouklin : C.  R.  Soo.  Biol. 
 Paris' T.  76P. 180 (1914) 

(30) F.  O.  Horning  : M.  m. W. Bd.  77,  S  1959' 

 (1930) 

(31) K. A.  Limmil  : Beitr. z.  Bin. d.  Tbk.  Bd. 
 87. S. 291 (1936) 

(32) H.  Horstor  : Beitr. z.  Bin. d. Tbk.  Bd. 88 S. 
 181 (1936)

(33)佐 々木:TehokuJeRrn.exp.Med.Bd20S

229(1933)

(34)赤 沼:TohokuJoum.exp.Med.Bd26,S121

(1935)

(35)楠 信 男:日 本 臨牀 結 核第1卷 第2號15頁(昭

15年)

(36)今 村荒 男 、 吉井 馨.小 宮 山 四 郎:大 阪醫 事 新誌

第14卷 第3號(昭18年)

(37)松 枝勝 夫 、岩 前 五 六 、松 久 昇:結 核 第18卷第

10號981頁(昭15年)

(38)大道 直一:岡 山醫 學會雑誌 第40卷 第12號1747

頁2569頁

(39)申 村 敬三:東 京醫學 新 誌 第2936號1713頁(昭10年}'

(如)許 淫:實驗醫 學雑 誌 第19卷 第9號1346頁(昭

10年)

(41)占 部 薫;福岡醫 學 會 雑 誌 第29卷 第12號231頁

(昭10年)
も

(42)鍋 島秀堆;結 核 第17卷455頁(學 曾演説抄録)

(43)鍋 島秀堆:結 核 第18卷 第12號1130頁(學 曾演

説抄録)

(44)鍋 島秀雄:結 核 第20卷 第12號(學曾 演説抄録),

(45) N.  B.  William  : Avner. Rev. of  Tubero. Vol. 
 43 P. 685  (1941) 

(46) A. E.  Wright  Lancet (1823)

(47)今 村 荒男:結 核 第12卷 第4號(昭9年)
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(48)西 村 英男:結 核 第13卷 第9號(昭10年)

(49) F. Widalau. L.  soule  :  Soc. med. hop. T 53 
 P. 734  (1901) 

 (50) J.  Camus'  ,u. P.  Pagniez  : C.  R. Soc. Biol. 
 Paris' T 53 P. 734 (1901) 

(51) A. Boquet et. L.  1Ngre : Rev. d. 1. tbl. T. 1 
  P. 257  (1920)

(52)今 村 荒男、中谷繁一、松久昇:大 阪醫事新誌原著

版 第6卷 第9號(昭10年)

(53)今 村 荒男、伊藤實、吉井馨、小西法光:日 本臨牀

第■1卷 第4號(昭18年)

(54)今 村荒男:大 阪醫學會雑誌 第42卷 第12號(昭

18年)(総 會演説抄録)

(55)松 久昇:中 央馨醫 第12卷 第4號1頁(昭18年)

(56)松 枝勝夫:結 核 第18卷 第10號933頁(昭15年)
　 　

(57)佐 藤秀三:結核 第5卷450頁(昭2年)

(58)佐 蕪 秀三:青 木勉:結 核 第6卷652頁(昭3年)

(59)今 村 荒男:結 核 第6卷 第10號1049頁(昭3年)

(60)伊 藤種次郎:結 核 第7卷 第9號(昭4年)結

核第8卷 第 ■號(昭5年)

(61) T.  Toda  : Zschr. f. Tbk. B  55 S 302, (1930) 

(62) A. S.  Griffith :  Tubercle Vol.  38 P. 529 (1937) 

(63) A. S. Griffith  : Zit. im  Zent. f. d. g.  Tbl-for-

 sch. Bd.  ]9S.428 (1922)

(64)植 田三郎、白石正雄:結 核 第20卷 第5號253

頁(昭17年)
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